浄土教略史(一) -一遍研究への序章- by 早田 啓子 & 昭和女子大学文化創造学科
浄
土
教
略
史
（
一
）
早
田
啓
子
は
じ
め
に
本
稿
の
目
的
は
「
一
遍
上
人
の
思
想
と
生
涯
」
と
い
う
題
目
へ
げ
る
た
め
に
、
浄
土
思
想
の
発
生
か
ら
伝
搬
ま
で
を
イ
ン
ド
、
中
国
及
び
日
本
の
経
論
に
っ
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
一
遍
上
人
の
思
想
と
生
涯
」
を
ま
と
め
る
に
当
た
っ
て
、
三
国
伝
来
の
浄
土
教
の
歴
史
を
筆
者
な
り
に
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
に
続
く
拙
稿
「
浄
土
教
略
史
（
二
）」
も
こ
の
目
的
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
ま
と
め
る
方
法
を
と
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
第
一
章
浄
土
思
想
の
歴
史
第
一
節
「
浄
土
」
に
つ
い
て
「
浄
土
」
の
考
え
方
は
大
乗
仏
教
で
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
仏
の
国
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
乗
仏
教
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
仏
が
想
定
さ
れ
た
。
大
乗
仏
教
で
生
ま
れ
た
多
く
の
仏
た
ち
は
、
釈
尊
の
投
影
に
他
な
ら
な
い
わ
け
で
、
原
始
仏
教
思
想
が
上
座
仏
教
を
経
て
大
乗
仏
教
へ
と
発
展
し
て
い
く
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
仏
と
そ
の
「
浄
土
」
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
「
浄
土
」
と
い
う
言
葉
は
中
国
仏
教
の
中
で
成
立
し
た
言
葉
で
あ
る
。
曇
鸞
註
１
や
道
綽
註
２
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
「
極
楽
」
が
「
浄
土
」
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
時
代
は
極
楽
だ
け
が
「
浄
土
」
で
は
な
か
っ
た
。
「
浄
土
」
に
は
他
に
も
弥
勒
仏
註
３
の
「
弥
勒
浄
土
」
や
阿
仏
註
４
の
「
東
方
妙
喜
浄
土
」
、
薬
師
仏
註
５
の
「
東
方
浄
瑠
璃
世
界
」
な
ど
が
あ
っ
た
。
南
北
朝
時
代
に
は
「
弥
勒
浄
土
」
と
「
阿
弥
陀
浄
土
」
が
混
在
し
て
お
り
、
次
の
善
導
に
よ
っ
て
「
浄
土
」
と
「
極
楽
」
が
同
一
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
、
「
浄
土
」
は
「
阿
弥
陀
仏
」
の
世
界
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
節
阿
弥
陀
仏
と
浄
土
の
起
源
浄
土
思
想
を
構
成
し
て
い
る
要
素
と
し
て
、
阿
弥
陀
仏
と
本
願
と
極
楽
浄
土
の
三
つ
が
あ
る
。
法
蔵
菩

註
６
が
本
願
を
立
て
て
修
行
し
、
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
て
極
楽
浄
土
に
住
し
て
人
々
を
救
う
と
い
う
構
造
で
あ
る
。
こ
の
三
要
素
の
う
ち
、
特
に
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
の
問
題
が
古
く
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
浄
土
思
想
が
イ
ン
ド
で
は
な
く
別
の
地
域
で
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
ず
、
阿
弥
陀
仏
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。
阿
弥
陀
仏
が
イ
ン
ド
以
外
の
地
域
で
成
立
し
た
と
い
う
考
え
方
は
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起
こ
っ
た
。
即
ち
仏
教
の
阿
弥
陀
仏
は
イ
ン
ド
で
は
な
く
イ
ラ
ン
に
起
源
を
も
つ
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
イ
ラ
ン
で
は
―１―
学
苑
第
八
四
五
号
一
～
一
〇
（
二
〇
一
一
三
）

一
遍
研
究
へ
の
序
章

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
註
７
の
ア
フ
ラ
＝
マ
ズ
ダ
ー
が
阿
弥
陀
仏
の
よ
う
な
無
限
の
光
を
も
つ
神
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
い
っ
た
思
想
が
紀
元
前
一
世
紀
か
ら
紀
元
後
三
世
紀
の
サ
カ
＝
パ
ル
テ
ィ
ア
時
代
註
８
及
び
ク
シ
ャ
ー
ン
時
代
註
９
に
イ
ン
ド
へ
流
れ
込
ん
で
き
た
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
。
彼
ら
は
皆
イ
ラ
ン
系
の
言
語
を
話
す
民
族
で
あ
っ
た
。
現
在
パ
キ
ス
タ
ン
の
西
北
の
タ
キ
シ
ラ
註
に
あ
る
ジ
ャ
ン
デ
ィ
ア
ー
ル
遺
跡
は
、
筆
者
も
調
査
を
し
た
が
拝
火
教
寺
院
で
あ
る
。
ま
た
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ク
シ
ュ
山
脈
の
北
側
の
ス
ル
フ
＝
コ
タ
ル
遺
跡
か
ら
も
拝
火
教
寺
院
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
時
期
的
に
は
阿
弥
陀
仏
の
思
想
が
出
て
く
る
時
期
と
重
な
る
。
ま
た
、
漢
訳
で
は
阿
弥
陀
仏
は
「
無
量
光
仏
」
「
無
量
寿
仏
」
と
訳
さ
れ
る
が
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
で
は
、
「
無
量
光
仏
」
に
相
当
す
る
言
葉
は
a
m
 ・t a
b
h
a
で
あ
り
「
無
量
寿
仏
」
に
相
当
す
る
言
葉
は
a
m
 ・t a
y
u
s
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
と
の
関
係
か
ら
「
無
限
な
る
光
」
の
概
念
が
重
視
さ
れ
、
日
本
や
中
国
で
は
「
無
限
な
る
時
間
」
の
観
念
が
重
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
阿
弥
陀
仏
が
イ
ン
ド
内
部
で
成
立
し
た
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
藤
田
宏
達
博
士
は
『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
（
岩
波
書
店
一
九
七
○
年
）
で
原
始
経
典
を
手
掛
か
り
と
し
て
、
既
に
原
始
仏
教
の
中
に
ア
ミ
タ
ー
バ
の
観
念
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。
外
国
起
源
説
を
ど
う
捉
え
て
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
阿
弥
陀
仏
の
思
想
が
芽
生
え
た
頃
、
イ
ン
ド
亜
大
陸
は
流
動
性
に
富
ん
で
そ
の
社
会
や
文
化
や
人
々
は
、
我
々
が
今
考
え
る
よ
り
も
遥
か
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
文
化
や
宗
教
の
伝
搬
や
混
淆
は
よ
り
速
や
か
に
深
く
が
り
影
響
し
合
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。
所
謂
小
乗
仏
教
の
行
き
着
い
た
時
点
か
ら
大
乗
仏
教
が
勃
興
し
て
く
る
こ
と
を
考
え
た
と
き
、
そ
の
思
想
と
し
て
の
必
然
性
は
や
は
り
仏
教
の
中
か
ら
起
こ
っ
て
き
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
阿
弥
陀
仏
と
極
楽
浄
土
の
考
え
方
は
別
の
と
こ
ろ
で
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
極
楽
の
描
写
は
『
無
量
壽
經
註
』
や
『
阿
彌
陀
經
註
』
で
は
「
四
季
が
な
く
、
寒
く
も
熱
く
も
な
い
」
と
か
「
天
の
音
楽
が
あ
り
、
天
の
花
が
雨
降
る
」
と
ま
さ
に
極
楽
の
様
子
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
起
源
に
つ
い
て
は
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
な
ど
の
外
来
起
源
説
、
大
善
見
王
神
話
や
仏
塔
の
表
現
な
ど
の
仏
教
内
部
説
、
梵
天
神
話
な
ど
の
イ
ン
ド
神
話
起
源
説
な
ど
が
あ
る
。
極
楽
浄
土
の
問
題
も
や
は
り
、
阿
弥
陀
仏
の
発
生
と
同
様
に
イ
ン
ド
文
化
が
周
辺
の
文
化
を
取
り
込
ん
で
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
っ
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
第
三
節
浄
土
経
典
に
つ
い
て
イ
ン
ド
や
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
翻
訳
さ
れ
た
数
多
く
の
教
典
の
う
ち
、
浄
土
に
生
ま
れ
る
こ
と
を
説
く
教
典
は
相
当
の
数
に
上
る
。
則
ち
大
乗
、
小
乗
合
わ
せ
て
九
四
○
部
余
り
の
教
典
が
知
ら
れ
る
う
ち
、
二
七
四
部
は
何
ら
か
の
意
味
で
浄
土
に
言
及
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
浄
土
思
想
」
に
は
「
浄
土
経
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
経
典
は
な
い
。
そ
れ
は
「
般
若
思
想
」
や
「
華
厳
思
想
」
等
に
は
そ
の
所
依
と
な
る
『
般
若
經
』
や
『
嚴
經
』
等
が
あ
る
の
と
は
違
う
。『
無
量
壽
經
』
や
『
觀
無
量
壽
經
註
』
等
が
「
浄
土
経
典
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
国
や
日
本
に
浄
土
教
が
興
っ
て
後
の
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
中
国
で
は
多
く
の
経
論
が
浄
土
教
の
所
依
の
経
論
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
『
無
量
壽
經
』
と
『
阿
彌
陀
經
』
は
、
紀
元
一
○
○
年
頃
ク
シ
ャ
ー
ン
朝
時
代
に
北
西
イ
ン
ド
に
お
い
て
成
立
し
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
へ
伝
搬
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
二
経
に
か
な
り
遅
れ
て
『
觀
無
量
壽
經
』
が
成
立
し
、
こ
れ
は
中
国
、
日
本
に
お
け
る
浄
土
教
の
確
立
に
決
―２―
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
経
典
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
法
然
に
よ
る
『
無
量
壽
經
』『
阿
彌
陀
經
』『
觀
無
量
壽
經
』
の
「
浄
土
三
部
経
」
と
『
往
生
論
』
の
「
三
経
一
論
」
を
も
っ
て
浄
土
教
の
所
依
の
経
論
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
浄
土
三
部
経
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
『
無
量
壽
經
』
（
1）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
『
無
量
壽
經
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
S
u
k
h a
v
a
t v
y u
h
a
（
極
楽
の
荘
厳
）
を
紹
介
し
た
の
は
、
一
八
八
三
年
、
マ
ッ
ク
ス
＝
ミ
ュ
ー
ラ
ー
と
南
条
文
雄
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
刊
の
共
編
本
で
あ
る
。
そ
の
他
に
大
谷
光
瑞
本
（
一
九
二
九
年
）、
荻
原
雲
来
改
訂
本
（
一
九
三
一
年
）、
ヴ
ァ
イ
デ
ィ
ア
本
（
一
九
六
一
年
）、
足
利
惇
氏
本
（
一
九
六
五
年
）
の
四
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
ネ
パ
ー
ル
で
発
見
さ
れ
た
写
本
に
基
づ
い
て
い
る
。
（
2）
漢
訳
『
無
量
壽
経
』
の
漢
訳
は
十
二
訳
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
の
は
次
の
五
訳
だ
け
で
あ
る
。
①
『
阿
彌
陀
三
耶
三
佛
樓
佛
檀

人
經
』
呉
支
謙
訳
②
『
無
量
淨
等
』
四
巻
後
漢
支
婁
讖
訳
③
『
無
量
壽
經
』
二
巻
曹
魏
康
僧
鎧
訳
④
『
無
量
壽
如
來
會
』
二
巻
唐
菩
提
流
志
訳
⑤
『
大
乘
無
量
壽
莊
嚴
經
』
三
巻
宋
法
賢
訳
こ
の
う
ち
中
国
や
日
本
で
最
も
重
視
さ
れ
た
の
は
、
③
の
『
無
量
壽
經
』
二
巻
曹
魏
康
僧
鎧
訳
で
あ
る
。
（
3）
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
チ
ベ
ッ
ト
大
蔵
経
に
『
大
寶
積
經
註
	』
第
五
会
と
し
て
収
め
ら
れ
「
聖
な
る
ア
ミ
タ
ー
バ
の
荘
厳
と
名
づ
け
ら
れ
る
大
乗
経
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
現
存
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
の
経
典
名
と
異
な
っ
て
い
る
。
訳
者
は
イ
ン
ド
人
の
ジ
ナ
ミ
ト
ラ
J
in
a
m
itra
と
ダ
ー
ナ
シ
ー
ラ
D
 a
n
a s la
及
び
チ
ベ
ッ
ト
人
の
イ
ェ
シ
ェ
デ
Y
e
ses
sd
e
の
共
訳
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
（
4）
コ
ー
タ
ン
語
訳
『
無
量
壽
經
』
に
コ
ー
タ
ン
語
訳
が
あ
る
こ
と
は
、
最
近
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
か
ら
の
翻
訳
の
断
片
で
あ
る
。
（
5）
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
『
無
量
壽
經
』
に
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
最
近
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
探
検
隊
将
来
資
料
の
中
に
七
つ
の
断
片
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
六
断
片
に
つ
い
て
康
僧
鎧
訳
の
『
無
量
壽
經
』
の
部
分
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
（
6）
西
夏
語
訳
『
無
量
壽
經
』
に
西
夏
語
訳
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
最
近
判
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
西
夏
語
『
大
寶
積
經
』
は
漢
訳
の
『
大
寶
積
經
』
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
『
阿
彌
陀
經
』
（
1）
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
『
阿
彌
陀
經
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
も
『
無
量
壽
經
』
の
原
名
と
同
じ
く
S
u
k
h a
v
a
t v
y u
h
a
と
い
う
。
平
安
時
代
初
期
に
円
仁
が
中
国
よ
り
将
来
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
常
明
が
『
梵

兩
字
阿
彌
陀
經
』
と
し
て
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
慈
雲
の
『
梵

阿
彌
陀
經
』
、
法
護
の
『
梵
阿
彌
陀
經
譯
互
證
』
と
『
梵
阿
彌
陀
經
義
釋
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
近
年
に
な
っ
て
ギ
メ
美
術
館
の
手
写
本
や
阿
満
得
寿
本
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
慈
雲
本
や
光
覚
本
の
影
印
本
も
出
さ
れ
て
い
る
。
―３―
（
2）
漢
訳
『
阿
彌
陀
經
』
の
漢
訳
は
三
訳
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
現
存
し
て
い
る
の
は
、
『
阿
彌
陀
經
』
一
巻
姚
秦
鳩
摩
羅
什
註
訳
（
四
○
二
年
頃
）
と
『
稱
讚
淨
土
佛
攝
受
經
』
一
巻
唐
玄
奘
訳
（
六
五
○
年
）
の
二
訳
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
羅
什
訳
が
広
く
流
布
し
て
お
り
玄
奘
訳
よ
り
も
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
元
本
に
近
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
（
3）
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
『
阿
彌
陀
經
』
の
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
は
「
聖
な
る
極
楽
の
荘
厳
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
大
乗
経
 A
ry
a
-su
k
h a
v
a
t v
y u
h
a
n a
m
a
m
a
h a
y a
n
a
s u
tra
と
い
う
。
訳
者
は
イ
ン
ド
人
の
ダ
ー
ナ
シ
ー
ラ
と
チ
ベ
ッ
ト
人
の
イ
ェ
シ
ェ
デ
の
共
訳
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
出
版
で
は
一
九
五
五
年
頃
に
出
版
さ
れ
た
河
口
慧
海
本
が
あ
り
、
こ
れ
は
『
影
印
北
京
版
西
藏
大
藏
經
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ペ
リ
オ
の
敦
煌
出
土
の
資
料
の
中
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
異
本
が
発
見
さ
れ
た
。
「
ア
ミ
タ
ー
バ
経
」
一
巻
と
い
う
写
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
羅
什
訳
か
ら
の
重
訳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
（
4）
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
『
阿
彌
陀
經
』
は
ド
イ
ツ
探
検
隊
将
来
の
資
料
の
中
に
発
見
さ
れ
た
一
断
片
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
『
無
量
壽
經
』
の
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
の
断
片
と
共
に
同
一
の
本
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
（
5）
西
夏
語
訳
西
夏
語
訳
『
阿
彌
陀
經
』
と
し
て
『
佛
阿
彌
陀
經
典
』
が
あ
る
。
こ
の
本
は
羅
什
訳
『
阿
彌
陀
經
』
か
ら
翻
訳
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
東
方
学
研
究
所
に
存
在
す
る
。
『
觀
無
量
壽
經
』
『
觀
無
量
壽
經
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
と
チ
ベ
ッ
ト
語
訳
本
は
現
存
し
て
い
な
い
。
（
1）
漢
訳
こ
れ
は
『
觀
無
量
壽
佛
經
』
と
か
『
無
量
壽
觀
經
』
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
宋
代
に
良
耶
舎
が
建
康
に
や
っ
て
き
て
、
鐘
山
の
道
林
精
舎
で
訳
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
『
觀
無
量
壽
經
』
の
漢
訳
本
は
良
耶
舎
訳
の
一
本
し
か
な
い
。
（
2）
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
『
觀
無
量
壽
經
』
の
ウ
ィ
グ
ル
語
訳
と
し
て
、
一
番
古
い
も
の
は
大
谷
探
検
隊
が
ト
ル
フ
ァ
ン
で
発
見
し
た
断
片
で
あ
る
。
こ
れ
は
良
耶
舎
訳
の
漢
訳
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
探
検
隊
将
来
の
資
料
の
中
に
二
つ
の
貝
葉
の
破
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
が
良
耶
舎
訳
の
あ
る
部
分
に
相
当
す
る
。
な
お
『
觀
無
量
壽
經
』
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
本
が
存
在
し
な
い
と
い
う
事
実
に
関
し
て
、
こ
の
経
典
の
イ
ン
ド
成
立
に
対
し
て
否
定
的
な
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
中
央
ア
ジ
ア
成
立
説
と
中
国
成
立
説
が
あ
る
。
第
四
節
イ
ン
ド
の
浄
土
思
想
浄
土
教
が
イ
ン
ド
仏
教
思
想
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
釈
尊
が
説
い
た
か
ど
う
か
と
な
る
と
断
定
は
む
ず
か
し
い
。
イ
ン
ド
人
の
祖
先
は
イ
ン
ド
亜
大
陸
に
暮
ら
し
て
い
た
原
住
民
と
ア
ー
リ
ア
人
の
混
血
民
族
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
彼
方
に
彼
ら
の
理
想
郷
ウ
ッ
タ
ラ
楽
土
が
あ
る
と
想
像
し
て
い
た
。
し
か
し
、
仏
教
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
浄
土
」
と
い
う
の
は
仏
陀
に
な
る
た
め
の
場
で
あ
り
悟
り
を
求
め
る
人
々
が
住
む
場
所
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
弥
勒
仏
の
浄
土
と
し
て
の
兜
率
天
註
が
あ
る
。
イ
ン
ド
仏
教
の
宇
宙
観
で
は
須
弥
山
註
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
）
を
中
心
と
し
て
地
上
世
界
が
四
方
に
あ
り
、
須
弥
山
―４―
に
重
な
っ
て
天
上
界
が
あ
る
と
考
え
た
。
天
上
界
は
天
人
が
住
み
楽
し
み
に
満
ち
た
世
界
で
あ
る
が
、
仏
教
で
は
輪
廻
転
生
の
世
界
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
兜
率
天
は
仏
陀
が
地
上
に
生
ま
れ
て
教
化
す
る
前
に
暮
ら
し
て
い
た
世
界
で
、
仏
陀
は
摩
耶
夫
人
の
胎
内
を
借
り
て
誕
生
し
た
。
初
期
仏
教
や
小
乗
仏
教
で
は
一
度
に
一
人
の
仏
し
か
現
れ
な
い
。
釈
尊
の
後
を
継
い
で
出
現
す
る
仏
は
弥
勒
仏
で
あ
る
と
考
え
た
。
弥
勒
仏
も
ま
た
兜
率
天
で
暮
ら
し
て
い
た
。
人
々
の
こ
の
よ
う
な
弥
勒
仏
に
対
す
る
信
仰
は
、
自
分
の
終
命
の
時
に
兜
率
天
に
生
ま
れ
た
い
と
い
う
信
仰
を
生
ん
だ
。
こ
の
よ
う
な
兜
率
天
に
対
す
る
信
仰
は
古
く
か
ら
行
な
わ
れ
、
大
乗
仏
教
の
中
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
盛
ん
に
な
っ
た
。
「
浄
土
三
部
経
」
の
う
ち
、
最
初
に
成
立
し
た
も
の
は
『
無
量
壽
經
』
と
『
阿
彌
陀
經
』
で
あ
る
。
『
無
量
壽
經
』
は
五
存
七
欠
と
い
わ
れ
、
全
部
で
十
二
回
訳
出
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
は
康
僧
鎧
訳
（
魏
訳
）
の
『
無
量
壽
經
』
で
あ
る
。
そ
の
原
型
は
、
世
紀
前
後
の
成
立
と
み
ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
大
乗
仏
教
の
基
盤
を
確
立
し
た
人
物
は
龍
樹
註
で
、
こ
の
頃
に
は
阿
弥
陀
仏
の
誓
い
を
二
十
四
願
と
す
る
初
期
の
『
無
量
壽
經
』
は
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
後
期
の
『
無
量
壽
經
』
は
唯
識
説
の
大
成
者
で
あ
る
世
親
註
の
頃
に
は
既
に
流
行
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
『
無
量
壽
經
』
で
は
阿
弥
陀
仏
の
四
十
八
願
と
阿
弥
陀
仏
の
清
浄
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
極
楽
が
清
浄
な
国
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
の
は
『
觀
無
量
壽
經
』
で
あ
る
。
「
浄
土
三
部
経
」
の
う
ち
、
『
無
量
壽
經
』
と
『
阿
彌
陀
經
』
に
は
梵
本
が
存
在
し
て
い
る
が
、『
觀
無
量
壽
經
』
に
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
中
国
成
立
説
も
あ
る
。
こ
こ
で
「
浄
土
三
部
経
」
の
内
容
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
成
立
順
に
ま
ず
『
無
量
壽
經
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
経
典
の
ポ
イ
ン
ト
は
阿
弥
陀
仏
が
法
蔵
菩

で
あ
っ
た
時
に
、
四
十
八
の
願
を
立
て
る
。
順
に
修
行
を
行
な
っ
て
願
を
成
就
さ
せ
て
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
て
西
方
極
楽
浄
土
を
建
設
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
願
は
第
十
七
願
か
ら
第
二
十
願
ま
で
で
、
こ
れ
ら
の
願
は
阿
弥
陀
仏
の
救
い
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
則
ち
第
十
七
願
は
、
法
蔵
が
阿
弥
陀
仏
と
な
っ
た
こ
と
を
「
我
が
名
を
称
す
る
」
と
い
う
形
で
実
証
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
示
す
第
十
八
願
か
ら
第
二
十
願
ま
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
浄
土
に
生
ま
れ
る
か
を
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
大
事
な
こ
と
は
、
念
仏
に
よ
っ
て
往
生
す
る
と
い
う
こ
と
と
臨
終
来
迎
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
設
我
得
佛
十
方
衆
生
至
心
信
樂
欲
生
我
國
乃
至
十
念
若
不
生
不
取
正
覚
唯
除
五
誹
謗
正
法
設
我
得
佛
十
方
衆
生
發
菩
提
心
修
功
至
心
發
願
欲
生
我
國
臨
壽
時
假
令
不
與
大
衆
圍
遶
現
其
人
	
不
取
正
覺
設
我
得
佛
十
方
衆
生
聞
我
名
號
係
念
我
國
殖

本
至
心
迴
向
欲
生
我
國
不
果


不
取
正
覺
註

次
に
『
阿
彌
陀
經
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
経
典
は
『
無
量
壽
經
』
よ
り
少
し
遅
れ
て
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
浄
土
や
そ
の
国
の
人
々
の
様
子
が
語
ら
れ
、
念
仏
に
よ
る
往
生
さ
ら
に
諸
仏
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
の
功
徳
を
讃
え
る
な
ど
の
表
現
は
『
無
量
壽
經
』
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。
『
阿
彌
陀
經
』
に
は
「
浄
土
」
と
い
う
言
葉
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
「
極
楽
」
に
つ
い
て
苦
が
な
く
楽
の
み
が
あ
り
美
し
い
池
や
宝
樹
が
あ
り
感
覚
的
に
美
し
い
世
界
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
『
觀
無
量
壽
經
』
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
の
経
典
は
阿
弥
陀
仏
の
十
六
の
観
想
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
以
下
に
記
す
。
一
、
日
想
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
一
。
太
陽
が
西
に
沈
む
の
を
見
て
、
極
楽
浄
土
が
西
に
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
。
二
、
水
想
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
二
。
浄
土
の
大
地
を
観
想
―５―
す
る
方
便
と
し
て
行
な
う
観
方
。
三
、
地
想
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
三
。
第
二
の
水
想
観
を
明
了
な
ら
し
め
、
浄
土
の
瑠
璃
地
を
観
想
す
る
こ
と
。
四
、
宝
樹
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
四
。
浄
土
の
宝
樹
の
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
五
、
宝
池
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
五
。
極
楽
の
八
功
徳
池
の
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
六
、
宝
楼
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
六
。
極
楽
の
宝
楼
珠
閣
の
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
七
、
華
座
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
七
。
阿
弥
陀
仏
の
華
座
の
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
八
、
像
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
八
。
像
想
観
の
略
。
阿
弥
陀
観
音
勢
至
の
真
身
を
観
ず
る
方
便
と
し
て
、
宝
像
を
観
想
す
る
こ
と
。
九
、
真
身
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
九
。
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
の
仏
身
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
、
観
音
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
。
観
音
浄
土
に
お
け
る
観
音
菩
の
身
相
を
心
に
観
想
す
る
こ
と
。
十
一
、
勢
至
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
の
第
十
一
。
勢
至
菩
の
身
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
二
、
普
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
二
。
普
く
極
楽
世
界
の
依
正
二
報
の
荘
厳
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
三
、
雑
想
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
三
。
阿
弥
陀
観
音

勢
至
の
三
尊
が
種
々
に
変
現
す
る
雑
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
四
、
上
輩
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
四
。
大
乗
の
善
根
を
修
す
る
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
五
、
中
輩
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
五
。
小
乗
及
び
世
間
の
善
根
を
修
す
る
凡
夫
が
浄
土
に
往
生
す
る
相
を
観
想
す
る
こ
と
。
十
六
、
下
輩
観
＝
『
觀
無
量
壽
經
』
に
説
く
観
法
中
の
第
十
六
。
三
輩
観
の
一
つ
。
下
三
品
を
観
想
す
る
こ
と
。
こ
の
う
ち
中
心
と
な
る
の
は
、
第
八
の
像
観
と
第
九
の
真
身
観
で
あ
る
。
第
八
の
像
観
で
は
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
佛
阿

韋
提
希
見
此
事
已
當
想
佛
以
何
	佛
如
來
是
法
界
身

入
一
切
衆
生
心
想
中
是
故
汝
等
心
想
佛
時
是
心
是
三
十
二
相
八
十
隨
形
好
是
心
作
佛
是
心
是
佛
註

第
九
の
真
身
観
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
佛
阿

韋
提
希
此
想
已
當
觀
無
量
壽
佛
身
相
光
明
阿
當
知
無
量
壽
佛
身
如
百
千
萬
夜
天
閻
檀
金
色
佛
身
高
六
十
萬

由
他
恒
河
沙
由
旬
眉
間
白
毫
右
旋
宛
轉
如
五
須
彌
山
佛
眼
淸
淨
如
四
大
水
淸
白
分
明
註

こ
の
よ
う
に
仏
の
姿
を
詳
細
に
観
想
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
第
十
四
観
か
ら
第
十
六
観
ま
で
は
、
観
想
と
は
捉
え
ず
浄
土
に
生
ま
れ
る
人
の
九
つ
の
上
中
下
の
能
力
や
資
質
の
違
い
の
説
明
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
五
節
中
国
の
浄
土
思
想
中
国
に
お
け
る
浄
土
思
想
は
、
浄
土
経
論
の
訳
出
か
ら
始
ま
る
。
現
在
、
浄
土
思
想
に
言
及
す
る
漢
訳
経
論
は
二
九
〇
部
ほ
ど
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
な
も
の
を
少
し
挙
げ
て
み
る
。
善
導
註
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
七
世
紀
の
才
註
は
『
淨
土
論
』
の
中
で
、
―６―
『
無
量
壽
經
』『
觀
經
』『
阿
彌
陀
經
』『
鼓
聲
王
經
』『
稱
揚
佛
功
經
』『
發
覺
淨
心
經
』『
大
集
經
』『
十
方
往
生
經
』『
藥
師
經
』『
般
舟
經
』『
大
阿
彌
陀
經
』『
無
量

淨
覺
經
』
の
十
二
の
経
典
、
及
び
『
往
生
論
』
『
起
信
論
』
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
『
彌
陀
偈
』
『
寶
性
論
』
『
龍
樹
十
二
禮
』
『
攝
大
乘
論
』
の
七
つ
の
論
書
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、
善
導
の
弟
子
懐
感
註
は
『
釋
淨
土
群
疑
論
』
の
中
で
念
仏
三
昧
の
根
拠
と
な
る
経
論
と
し
て
、『
嚴
經
註
』『
涅
槃
經
註
』『
觀
佛
三
昧
經
』『
賢
護
』『
般
舟
三
昧
經
註
	』『
觀
經
』
『
鼓
聲
王
經
』『
大
集
月
藏
分
』『
地
藏
十
輪
經
』『
占
察
經
』『

殊
般
若
』『
首
經
』
『
大
智
論
註
』
を
挙
げ
て
い
る
。
中
国
に
お
け
る
浄
土
経
論
は
こ
の
よ
う
に
多
く
の
経
論
を
挙
げ
て
そ
の
ど
れ
を
も
正
依
と
し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
特
色
で
あ
り
、
日
本
の
よ
う
に
少
な
く
絞
り
込
ん
で
は
い
な
い
。
さ
ら
に
陀
羅
尼
註
の
読
誦
も
行
な
っ
て
い
た
こ
と
も
日
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
浄
土
思
想
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
経
典
類
も
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
を
浄
土
経
論
と
し
て
取
り
上
げ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
中
国
独
自
の
浄
土
思
想
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
宗
暁
は
『

殊
般
若
經
』
に
説
か
れ
る
「
専
称
仏
名
」
と
い
う
文
言
を
「
西
方
阿
弥
陀
仏
に
向
か
っ
て
修
し
、
専
ら
阿
弥
陀
仏
を
称
え
る
」
と
解
釈
し
て
『

殊
般
若
經
』
を
有
力
な
浄
土
経
典
と
査
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
「
専
称
仏
名
」
と
「
阿
弥
陀
仏
」
と
を
会
通
さ
せ
て
後
世
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
多
く
の
偽
経
が
書
か
れ
た
こ
と
も
特
色
で
あ
る
。
で
は
次
に
、
訳
出
さ
れ
た
主
な
経
典
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
最
初
の
訳
出
は
支
婁
讖
註

に
よ
る
『
般
舟
三
昧
經
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
へ
の
見
仏
三
昧
を
廬
山
の
慧
遠
註
が
「
白
社
」
で
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
浄
土
教
が
成
立
し
た
。
『
無
量
壽
經
』
二
巻
は
康
僧
鎧
註
訳
と
い
わ
れ
て
い
る
。
中
国
浄
土
教
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
、
良
耶
舎
訳
の
『
觀
無
量
壽
經
』
で
あ
る
。
善
導
は
こ
れ
を
も
と
に
『
觀
無
量
壽
經
疏
』
四
巻
を
著
し
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
日
本
で
は
法
然
が
「
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
」
と
い
い
、
親
鸞
は
「
善
導
独
り
仏
の
正
意
を
明
せ
り
」
と
い
っ
て
日
本
の
浄
土
教
へ
大
変
大
き
い
影
響
を
与
え
た
。
さ
ら
に
『
阿
彌
陀
經
』
は
鳩
摩
羅
什
の
訳
で
あ
る
。
こ
の
経
典
は
多
く
は
読
誦
や
写
経
に
用
い
ら
れ
た
。
廬
山
の
慧
遠
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
念
仏
結
社
「
白
社
」
を
倣
っ
て
中
国
で
は
そ
の
後
、
多
く
の
念
仏
結
社
が
結
成
さ
れ
た
が
、
宗
暁
は
『
樂
分
』
の
中
で
そ
の
系
譜
を
慧
遠
善
導
法
照
少
康
省
常
宗
と
し
た
。
中
国
で
は
観
念
念
仏
を
と
っ
た
慧
遠
を
祖
師
と
し
、
二
祖
善
導
は
称
名
念
仏
を
と
っ
て
い
る
。
慧
遠
の
念
仏
思
想
に
つ
い
て
中
国
で
は
観
念
も
称
名
も
同
じ
念
仏
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
で
は
両
者
は
区
別
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
日
本
で
は
法
然
註

が
、
『
択
本
願
念
佛
集
』
の
中
で
そ
の
系
譜
を
曇
鸞
道
綽
善
導
懐
想
少
康
と
し
、
親
鸞
は
曇
鸞
道
綽
善
導
と
し
た
。
こ
れ
は
慧
遠
が
観
想
念
仏
を
と
り
、
善
導
が
称
名
念
仏
を
考
え
て
い
た
と
理
解
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
慧
遠
の
「
白
社
」
は
『
般
舟
三
昧
經
』
に
拠
る
念
仏
結
社
で
、
そ
れ
は
選
ば
れ
た
賢
人
の
宗
教
で
あ
り
絶
対
他
力
本
願
の
救
済
を
目
指
す
浄
土
教
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
念
仏
三
昧
は
「
般
舟
三
昧
」
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
「
一
心
に
西
方
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
こ
と
一
昼
夜
、
も
し
く
は
七
日
七
夜
、
七
日
を
過
ぎ
て
以
後
、
阿
弥
陀
仏
を
見
る
」
と
『
般
舟
三
昧
經
』
に
説
か
れ
て
い
る
註
。
慧
遠
の
浄
土
教
は
『
般
舟
三
昧
經
』
に
説
く
念
仏
三
昧
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
口
称
で
は
な
く
観
想
念
仏
に
拠
っ
て
見
仏
し
悟
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
般
舟
三
昧
」
の
行
法
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
の
は
天
台
智
顗
註
で
あ
る
。
彼
は
天
台
の
観
法
の
三
昧
を
四
種
に
分
け
て
四
種
三
昧
註
と
し
た
。
そ
の
中
の
「
常
坐
三
昧
」
と
「
常
行
三
昧
」
は
後
の
浄
土
教
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。「
常
坐
三
昧
」
の
「
専
ら
一
仏
の
名
字
を
称
え
る
」
行
法
を
阿
弥
陀
仏
へ
の
専
称
念
仏
と
解
釈
し
、
「
常
行
三
昧
」
に
つ
い
て
は
「
七
日
七
夜
」
の
念
仏
が
「
九
十
日
の
常
行
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
さ
ら
―７―
に
慧
遠
の
念
仏
は
観
想
で
あ
っ
た
が
智
顗
は
「
口
に
常
に
阿
弥
陀
仏
を
称
え
」
「
心
に
常
に
阿
弥
陀
仏
を
念
ず
る
」
と
解
釈
し
た
。
ま
た
「
常
行
三
昧
」
に
つ
い
て
慧
遠
は
「
念
仏
三
昧
」
に
よ
る
「
見
仏
」
で
あ
っ
た
が
、
智
顗
は
「
心
が
仏
と
な
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
智
顗
の
解
釈
は
『
般
舟
三
昧
經
』
に
拠
り
な
が
ら
『
觀
經
』
に
、
よ
り
近
い
解
釈
を
と
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
『
觀
經
』
に
お
け
る
浄
土
教
の
特
徴
は
、
持
戒
、
念
仏
、
誦
経
、
写
経
、
造
像
な
ど
の
諸
行
を
行
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
最
後
に
日
本
浄
土
教
に
大
き
な
、
殆
ど
決
定
的
と
い
う
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
善
導
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
中
国
浄
土
教
に
お
い
て
善
導
は
第
二
祖
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
慧
遠
の
『
般
舟
三
昧
經
』
に
よ
る
「
見
仏
三
昧
」
か
ら
智
顗
の
「
常
行
三
昧
」
へ
と
が
り
、
法
照
の
口
称
念
仏
の
浄
土
往
生
行
法
へ
転
化
し
て
い
る
。
善
導
の
「
般
舟
三
昧
行
法
」
は
『
觀
經
』
に
よ
る
阿
弥
陀
仏
へ
の
七
日
、
或
い
は
九
十
日
の
「
口
称
念
仏
」
の
浄
土
往
生
行
法
で
あ
り
慧
日
、
法
照
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
善
導
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
『
觀
經
』
か
ら
聖
道
門
的
な
観
仏
の
要
素
よ
り
も
一
切
衆
生
の
救
い
を
念
頭
に
置
い
て
「
口
称
念
仏
」
を
選
び
と
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
、
浄
土
教
の
舵
を
大
き
く
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
善
導
に
よ
る
『
觀
經
』
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
彼
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
と
未
来
へ
の
卓
見
に
よ
っ
て
決
断
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
中
国
浄
土
教
で
は
例
外
的
と
思
わ
れ
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
主
流
と
な
っ
た
こ
と
が
、
日
本
浄
土
教
に
「
口
称
念
仏
」
の
扉
を
開
か
せ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
善
導
に
よ
る
『
觀
經
』
の
こ
の
よ
う
な
解
釈
は
、
日
本
浄
土
教
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
註

1
北
魏
、
四
七
六
五
四
三
年
。
五
台
山
で
出
家
。
洛
陽
で
菩
提
流
支
よ
り
観
無
量
寿
経
の
教
え
を
受
け
、
浄
土
教
に
帰
す
。
著
書
に
『
淨
土
往
生
論
註
』
二
巻
『
讚
阿
彌
陀
佛
偈
』
『
略
論
安
樂
淨
土
義
』
等
が
あ
る
。
2
五
六
二
六
四
五
年
。
涅
槃
経
に
通
じ
て
い
た
。
四
十
歳
の
時
、
曇
鸞
の
碑
文
を
見
て
、
浄
土
教
を
修
し
た
。
著
書
に
『
安
樂
集
』
二
巻
。
3
兜
率
天
の
内
院
に
あ
っ
て
衆
生
を
教
化
し
、
釈
牟
尼
仏
の
入
滅
後
に
娑
婆
に
下
生
し
て
説
法
す
る
未
来
仏
。
4
西
方
の
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
東
方
の
現
在
仏
。
5
東
方
浄
瑠
璃
世
界
の
教
主
。
衆
生
の
病
源
を
救
い
無
明
の
病
を
治
す
と
さ
れ
た
仏
。
日
本
で
は
奈
良
朝
以
来
信
仰
さ
れ
、
そ
の
造
像
の
数
も
多
く
薬
壺
を
持
っ
た
像
が
多
い
。
6
阿
弥
陀
如
来
の
修
行
時
代
の
名
。
7
前
七
世
紀
頃
、
イ
ラ
ン
で
成
立
し
た
宗
教
。
中
国
へ
は
南
北
朝
時
代
に
伝
わ
り
、
唐
代
に
は
教
と
呼
ば
れ
た
。
8
中
央
ア
ジ
ア
の
イ
ラ
ン
系
遊
牧
民
サ
カ
族
及
び
カ
ス
ピ
海
南
東
に
い
た
イ
ラ
ン
系
遊
牧
民
パ
ル
テ
ィ
ア
族
が
西
北
イ
ン
ド
へ
侵
入
し
た
時
代
。
9
一
～
三
世
紀
大
月
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
ク
シ
ャ
ー
ナ
族
が
自
立
し
て
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
か
ら
西
北
イ
ン
ド
に
建
て
た
王
朝
。
二
世
紀
の
カ
ニ
シ
カ
王
時
代
に
全
盛
期
を
迎
え
た
。
10
パ
キ
ス
タ
ン
北
部
に
、
紀
元
前
六
世
紀
か
ら
紀
元
後
五
世
紀
に
か
け
て
栄
え
た
古
代
都
市
。
古
代
に
お
い
て
こ
の
地
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
流
域
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
か
け
て
の
幹
線
路
と
イ
ン
ダ
ス
川
を
下
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
海
沿
岸
に
通
じ
る
水
路
の
交
差
点
に
当
た
り
、
交
通
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
前
世
紀
に
は
マ
ウ
リ
ア
王
朝
の
西
北
辺
境
の
要
塞
と
さ
れ
、
ク
シ
ャ
ー
ン
王
朝
時
代
に
は
交
易
の
要
地
で
あ
り
仏
教
の
中
心
地
と
し
て
も
栄
え
た
。
11
二
巻
。
大
経
と
も
い
う
。
曹
魏
の
康
僧
鎧
訳
。
「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ
。
四
十
八
願
を
成
就
し
た
阿
弥
陀
仏
の
因
行
果
徳
と
衆
生
が
念
仏
し
て
極
楽
に
往
生
す
る
こ
と
を
得
る
因
果
を
説
い
た
経
典
。
12
一
巻
。
小
経
と
も
い
う
。
四
〇
二
年
、
鳩
摩
羅
什
訳
。
「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ
。
仏
が
極
楽
の
依
正
の
荘
厳
を
説
き
、
六
万
の
諸
仏
が
証
誠
し
念
仏
の
衆
生
を
護
念
す
る
こ
と
を
―８―
説
い
た
教
典
。
13
一
巻
。
四
四
二
年
、
良
耶
舎
訳
。
「
浄
土
三
部
経
」
の
一
つ
。
阿
闍
世
王
の
悪
道
に
悲
嘆
し
た
母
、
韋
提
希
夫
人
の
為
に
仏
が
神
通
力
で
十
方
の
浄
土
を
示
し
、
夫
人
が
極
楽
浄
土
を
選
ん
だ
こ
と
に
依
っ
て
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
の
荘
厳
を
説
い
た
教
典
。
14
一
二
○
巻
。
七
一
三
年
、
唐
の
菩
提
流
志
訳
。
四
九
の
独
立
の
経
典
類
の
集
大
成
で
、
宝積
部
と
呼
ば
れ
る
大
蔵
経
中
の
一
部
門
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る
経
典
。
15
四
世
紀
末
の
人
。
父
は
イ
ン
ド
人
鳩
摩
羅
炎
、
母
は
ク
チ
ャ
国
の
王
妹
。
大
小
乗
に
通
達
し
て
い
た
が
、
故
国
で
大
乗
を
広
め
た
。
四
〇
一
年
、
長
安
に
入
り
『
訶
般
若
波
羅
蜜
經
』『
妙
法

經
』『
阿
彌
陀
經
』『
中
論
』『
大
智
論
』
な
ど
所
謂
、
玄
奘
以
前
の
旧
訳
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
経
典
類
を
訳
出
し
た
。
四
一
三
年
、
長
安
で
寂
す
。
16
欲
界
六
天
の
う
ち
の
第
四
天
。
釈
尊
も
か
つ
て
こ
こ
で
修
行
し
、
弥
勒
菩
は
現
に
こ
こ
で
説
法
し
て
い
る
。
17
古
代
イ
ン
ド
の
宇
宙
論
で
世
界
の
中
心
に
あ
る
と
い
う
山
。
須
弥
は
S
u
m
eru
の
音
写
。
『
	舍
論
』
に
詳
説
さ
れ
て
い
る
。
18
大
乗
仏
教
の
基
盤
を
築
い
た
思
想
家
で
、
中
観
派
の
祖
。
以
後
の
仏
教
は
総
て
そ
の
影
響
下
に
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
日
本
で
は
南
都
六
宗
天
台
、
真
言
を
合
わ
せ
八
宗
の
祖
と
な
さ
れ
る
。
南
イ
ン
ド
の
バ
ラ
モ
ン
の
出
身
。
四
ヴ
ェ
ー
ダ
を
学
び
、
小
乗
仏
教
、
大
乗
仏
教
を
学
ん
だ
。『
大
智
論
』『
十
住
毘
婆
沙
論
』
な
ど
多
数
。
19
四
〇
〇

四
八
〇
年
。
天
親
と
も
い
う
。
唯
識
派
の
論
師
で
大
成
者
。
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
の
P
u
ru
sa
p
u
ra
の
バ
ラ
モ
ン
の
出
身
。
『
阿
毘


	舍
論
』
他
多
数
。
世
親
は
当
初
、
部
派
仏
教
に
属
し
説
一
切
有
部
の
立
場
に
立
ち
、
後
に
経
量
部
的
な
考
え
を
容
れ
、
次
第
に
大
乗
仏
教
へ
と
転
向
。
20
『
無
量
壽
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
二
六
八
頁
ａ
～
ｂ
21
『
觀
無
量
壽
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
三
四
三
頁
ａ
22
『
觀
無
量
壽
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
三
四
三
頁
ｂ
23
唐
代
の
浄
土
教
の
僧
、
六
一
三

六
八
一
年
。
浄
土
五
祖
の
第
三
祖
。
後
に
道
綽
を
た
ず
ね
曇
鸞
道
綽
と
相
伝
す
る
浄
土
教
を
継
い
だ
。
24
七
世
紀
、
唐
代
初
期
の
浄
土
教
の
僧
。
長
安
の
弘
法
寺
に
住
し
『
淨
土
論
』
三
巻
を
著
す
。
25
七
世
紀
、
唐
代
の
浄
土
教
の
僧
。
善
導
の
弟
子
。
善
導
に
浄
土
教
に
対
す
る
疑
問
を
糺
し
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
修
し
た
。『
釋
淨
土
群
疑
論
』
七
巻
等
。
26
『
大
方
廣
佛
嚴
經
』
六
〇
巻
。
仏
駄
陀
跋
羅
（
三
五
九

四
二
九
）
訳
。
華
厳
経
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
は
三
本
で
あ
る
が
、
漢
訳
で
は
こ
の
三
本
の
う
ち
「
六
十
華
厳
」
と
「
八
十
華
厳
」
が
完
本
で
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
「
八
十
華
厳
」
と
類
似
し
て
い
る
完
本
が
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
完
本
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
各
章
が
独
立
し
て
成
立
し
、
四
世
紀
頃
中
央
ア
ジ
ア
で
そ
れ
ら
が
集
大
成
さ
れ
た
。
釈
尊
が
迷
い
を
払
い
成
道
し
た
悟
り
の
世
界
を
表
現
し
た
経
典
。
27
『
大
般
涅
槃
經
』
の
略
。
釈
尊
の
入
涅
槃
、
並
び
に
そ
の
際
説
か
れ
た
説
法
を
記
し
た
経
典
。
四
〇
巻
。
北
涼
の
曇
無
讖
訳
。
28
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
は
散
逸
し
て
伝
な
し
。
漢
訳
は
七
本
あ
っ
た
が
、
現
存
は
四
本
。
三
巻
本
は
支
婁
讖
訳
。
紀
元
前
後
か
ら
一
世
紀
頃
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
巻
本
に
「
若
沙
門
白
衣
聞
西
方
阿
彌
陀
佛
刹
當
念
彼
方
佛
不
得
缺
戒
一
心
念
若
一
晝
夜
若
七
日
七
夜
七
日
以
後
見
阿
彌
陀
佛
於
覺
不
見
於
夢
中
見
之
」
と
あ
る
。
こ
の
経
典
は
浄
土
経
典
の
先
駆
と
し
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
も
っ
て
い
る
。（『
般
舟
三
昧
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
三
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
九
〇
五
頁
ａ
）
29
一
〇
〇
巻
。
龍
樹
著
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
チ
ベ
ッ
ト
本
は
現
存
し
な
い
。
羅
什
が
四
〇
七
年
に
漢
訳
し
た
。
羅
什
の
改
変
に
依
り
現
存
本
が
必
ず
し
も
総
て
龍
樹
の
作
と
は
言
い
難
い
。
内
容
は
広
汎
に
渉
っ
て
お
り
、
当
時
の
仏
教
百
科
全
書
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
。
龍
樹
以
前
の
仏
教
学
説
が
知
れ
る
と
同
時
に
、
大
小
乗
の
相
互
交
流
と
思
想
の
発
達
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
ま
た
龍
樹
の
思
想
を
知
る
意
味
で
も
極
め
て
重
要
な
典
籍
で
あ
る
。
30
総
持
、
能
持
、
能
遮
と
訳
す
。
よ
く
総
て
の
物
事
を
摂
め
も
っ
て
忘
れ
な
い
念
慧
の
力
を
い
う
。
諸
経
論
に
は
菩
の
得
る
陀
羅
尼
に
関
し
て
説
く
所
が
極
め
て
多
い
。
後
世
で
は
―９―
こ
の
記
憶
術
と
し
て
の
陀
羅
尼
の
形
式
が
誦
呪
に
類
す
る
た
め
呪
と
混
同
さ
れ
て
、
呪
を
総
て
陀
羅
尼
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
普
通
に
は
長
句
の
も
の
を
陀
羅
尼
、
数
句
か
ら
成
る
も
の
を
真
言
、
一
字
二
字
か
ら
成
る
も
の
を
種
字
と
い
う
。
31
月
支
国
の
人
、
二
世
紀
頃
。
後
漢
の
一
四
七
年
、
洛
陽
に
来
て
一
八
六
年
ま
で
に
『
般
舟
三
昧
經
』『
首
楞
嚴
經
』
等
を
訳
す
。
32
東
晋
の
人
、
三
三
四
四
一
六
年
。
廬
山
の
「
白
社
」
の
祖
。
二
十
一
歳
の
時
、
釈
道
安
の
門
に
入
る
。
後
に
廬
山
へ
行
き
、
東
林
精
舎
を
建
て
て
住
し
白
社
を
創
し
て
念
仏
を
修
す
。
八
十
三
歳
で
没
す
。『
大
乘
大
義
』
な
ど
。
33
三
国
時
代
の
訳
経
者
、
三
世
紀
頃
。
イ
ン
ド
人
と
い
う
伝
あ
り
。
二
五
二
年
、
洛
陽
に
来
て
白
馬
寺
で
『
郁
伽
長

問
經
』
一
巻
『
無
量
壽
經
』
二
巻
を
訳
し
た
と
伝
え
る
。
34
美
作
国
の
人
、
一
一
三
三
一
二
一
二
年
。
日
本
浄
土
教
の
祖
。
吉
水
大
師
、
吉
水
聖
人
、
黒
谷
聖
人
と
も
称
す
る
。
一
一
四
一
年
、
父
の
遺
言
に
よ
り
叔
父
観
覚
に
つ
い
て
出
家
。
十
三
歳
で
叡
山
西
塔
北
谷
の
源
光
の
室
に
入
る
。
一
一
五
〇
年
隠
を
決
意
し
西
塔
黒
谷
の
叡
空
を
た
ず
ね
、
法
然
房
と
号
し
て
黒
谷
に
籠
居
。
そ
の
後
、
南
都
の
仏
教
学
を
修
す
。
一
一
七
五
年
、
善
導
の
『
觀
經
疏
』
に
よ
っ
て
専
修
念
仏
に
帰
し
叡
山
を
下
る
。
広
く
貴
族
、
武
士
、
一
般
庶
民
の
帰
依
を
受
け
る
。
門
弟
に
幸
西
、
聖
覚
、
隆
覚
、
弁
長
、
証
空
、
親
鸞
等
が
い
る
。
一
二
〇
七
年
、
専
修
念
仏
が
禁
止
さ
れ
讃
岐
に
配
流
。
『
擇
本
願
念
佛
集
』
『
無
量
壽
經
釋
』
一
巻
、
『
觀
無
量
壽
經
釋
』
一
巻
、
『
阿
彌
陀
經
釋
』
一
巻
な
ど
。
伝
記
絵
詞
類
も
多
い
。
35
註
28参
照
。
36
荊
州
の
人
、
五
三
八
五
九
七
年
。
天
台
宗
の
祖
。
五
六
〇
年
、
『
法
經
藥
王
品
』
に
よ
っ
て
開
悟
。
そ
の
後
、
玉
泉
寺
を
開
き
『
法
玄
義
』
『
	訶
止
觀
』
を
講
じ
る
。
そ
の
経
説
は
教
義
と
実
践
の
二
面
を
兼
ね
備
え
、
中
国
仏
教
史
上
、
一
つ
の
頂
点
に
達
し
た
と
い
わ
れ
る
。
37
智
顗
の
『
	訶
止
觀
』
巻
二
に
説
く
四
種
の
三
昧
。
心
を
一
つ
の
対
象
に
専
念
し
て
正
し
く
智
慧
を
得
る
た
め
の
実
践
（
止
観
行
）
を
四
種
に
分
け
た
も
の
。
常
坐
、
常
行
、
半
行
半
坐
、
非
行
非
坐
。
常
行
三
昧
は
『
般
舟
三
昧
經
』
の
説
に
基
づ
き
、
九
十
日
間
道
場
内
の
仏
像
の
回
り
を
歩
き
巡
っ
て
阿
弥
陀
仏
の
名
を
念
じ
称
え
る
も
の
。
主要
参
考
文
献

・『
佛

辞
典
』
宇
井
伯
壽
監
修
大
東
出
版
社
昭
和
五
十
五
年
・『
仏
典
解
題
事
典
』
水
野
広
元
他
責
任
編
集
春
秋
社
一
九
八
〇
年
・
『
無
量
壽
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
・
『
觀
無
量
壽
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
・
『
阿
彌
陀
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
二
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
・
『
般
舟
三
昧
經
』
大
正
新
脩
大
蔵
経
第
十
三
大
正
新
脩
大
蔵
経
刊
行
会
大
蔵
出
版
一
九
二
四
年
・『
総
合
佛
教
大
辞
典
上
下
』
総
合
佛
教
大
辞
典
編
集
委
員
会
法
蔵
館
一
九
八
七
年
・『
日
本
仏
教
全
集
叢
書
資
料
総
覧
』
小
山
田
和
夫
他
編
本
の
友
社
一
九
八
六
年
・『
講
座
大
乗
仏
教
浄
土
思
想
』
平
川
彰
他
編
春
秋
社
一
九
九
六
年
・『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』
藤
田
宏
達
著
岩
波
書
店
一
九
七
〇
年
・『
浄
土
教
の
展
開
』
石
田
瑞
麿
春
秋
社
一
九
七
七
年
・『
仏
教
の
思
想
8』
塚
本
善
隆
他
著
角
川
書
店
昭
和
四
十
三
年
・『
日
本
佛
教
史
』
田
村
圓
澄
著
法
蔵
館
一
九
八
二
年
・『
東
洋
仏
教
人
名
事
典
』
斎
藤
昭
俊
他
編
新
人
物
往
来
社
一
九
八
九
年
（
そ
う
だ
け
い
こ
文
化
創
造
学
科
）
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